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研究成果の概要（和文）：本研究は、兵庫県北部但馬地方の数自治会及び関連組織を定点事例としつつ、各種のネット
ワーク（林業者、同郷者、医療者などの関係網）の空間範域、時代的変遷および社会特性を実証的に検討した結果、地
方社会が、定住だけではなく、広狭域における人的移動と地域交渉を介したいくつもの地域の〈複合〉化によって形成
されてきたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study examined spatial ranges, changes and social features of social 
networks (forest workers, medical workers and fellow provincials) in the cases of communities and social 
organizations in the northern area of Hyogo Prefecture (Tajima). In conclusion, a local society was 
formed by the mobility of people and social negotiations among communities in large and small areas.

研究分野：農村社会学
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、三つの学術的潮流の中に位置し

ている。第一に、「ローカル・コミュニティ」

「地方社会」の意義を問い直す研究系譜、第

二に、自然災害や生老病死に関わる危機やリ

スクを契機として生成する社会的共同性や

持続的関係性に着目する諸研究、第三に、従

来の地域研究、村落研究の方法論的限界を超

えようとする知的潮流である。 
 
２．研究の目的 

(1)本研究の目的は、日本の地方社会が、定

住者やコミュニティ組織にくわえ、遠隔地か

らの人的移動や地域交渉に支えられたプロ

セスを実証的に解明し、その学術的意義を明

示する点にある。 

(2)具体的には、兵庫県北部但馬地方の数自

治会及び関連組織を定点事例としつつ、それ

ぞれの地域事情に即して、各種のネットワー

ク（林業者、同郷者、医療者などの関係網）

を広狭域に派生させたプロセスの解明に力

点を置いた。 

 
３．研究の方法 

本研究の方法については、林業組織、親

族・同郷組織、医療組織を中心テーマに据え、

それぞれに狭域調査地（定点となる自治会、

関連機関。以下、定点調査地）と、広域調査

地（狭域調査地と関連する但馬圏域内および

圏域外の地域・組織）を設定した。調査は、

おおむね「事前調査」（1-2 日程度）、「本調査」

（4-5 日程度）、「追加調査」（2-3 日程度）の

段階で深めていった。調査データの整理につ

いては、テーマごとに広狭域に渡るネットワ

ークの情報を各責任者が集約し、重複する地

域データは、代表者が情報の照合、統合的な

整理を統括した。論点の明確化のため、地方

社会におけるネットワークの派生プロセス

および諸地域の「複合」化のプロセスについ

て、調査結果と先行研究との共通点、相違点

を検討した。 

 
４．研究成果 

（1）本研究のベースとなる成果は、テーマ

ごとの調査によって蓄積された。林業につい

ては 2013 年度、医療については 2012-13 年

度、親族同郷組織については 2014-15 年度に

中心的成果が得られた。また、2014 年度には

林業に関わる定点調査地の一つで、すべての

テーマに関わる資料の所蔵と利用許可を得

た。以下、各テーマの調査展開（2～4）と定

点調査地の拡充（5）、付随的に得た調査結果

（6）、共同研究全体としての成果（7）およ

び公表した成果（8）について、順に記述す

る。 

 

（2）林業および森林資源利用については、

2012 年度に北但馬の定点調査地（香美町、日

高町諸集落）の情報に基づき、南但馬の林業

経験者や集落拠点を調査し、八鹿町青山区と

日高町稲葉区のつながり等を把握した。2013

年度には、定点調査地と関わりの深い、富山

県利賀村出身者の調査を行い、作業時の写真

や日誌、契約書類等の資料の提供（撮影許可）

を受けた。2014 年度には、狭域調査地（村岡

町山田区）と広域調査地（富山）の情報から、

山田区近隣の区において、三重県からの林業

者の聞き取り調査を行うとともに、香住区に

おいて、小城区出身者から同集落の歴史的変

遷と山田区との関係について情報を得た。ま

た、富山県利賀村（広域調査地）の資料のナ

ンバリングと翻刻を行った。2015 年度には、

資料整理と学会報告を行った。 

 

（3）医療については、2012 年度に公立八鹿

病院等の医療機関で調査を実施した。八鹿病

院総長へのインタビューを通して、独自の地

域医療の方針によって一時期から南但馬最

大の病院となり、地域の重要な存立基盤とな

っていたことが明らかとなった。医療従事者

の地域間移動と地域内の再生産の状況を実

証的に確認するために、2013 年度には、当院



の看護学校において、看護学校の学生（1 学

年～3 学年）を対象とした調査票調査および

インタビュー調査を実施した。2014-15 年度

には、調査データの整理と関連する狭域の地

域・機関において補足調査を実施した。 

 

（4）親族・同郷組織については、2012 年度

に定点調査地等において、八鹿の一小学校の

同窓会に関する資料とネットワークについ

て情報を得るとともに、丹後の同郷組織に関

する情報を得た。2013 年度には、看護学校の

調査において、親族関連の質問を組み込み、

20 代前後の若者の都市農村経験や親族ネッ

トワークに関する質的情報を得た。2014-15

年度において、定点調査地（豊岡市日高町稲

葉区）の情報から、京阪神一帯に広がる但馬

出身者の飲食業のネットワークがあること

が明らかとなり、その追加調査（インタビュ

ー、資料収集）を実施した。 

 

（5）当初、林業関係の定点調査地であった

豊岡市日高町稲葉区において、2014 年度調査

において、区所蔵資料と区長所蔵資料および

T 家所蔵資料等の所在・保存状況を確認し、

目録作成の許可を得た。それに伴い、所蔵資

料の撮影を開始し、関連するインタビュー調

査も実施した。林業、医療、同郷組織に関連

する資料があったことから、以後、当集落を

重要拠点に定め、適宜、追加調査と資料整理

を行った。 

 

（6）以上の調査のプロセスで、研究テーマ

に付随する以下の情報を得た。但馬内外の多

数の商人の出入りが南但馬（特に養父市八鹿

町）の社会・経済を支えてきたこと、豊岡市

一地区と、滋賀県長浜市の一地区が地域の由

緒を契機として深い繋がりを保持したこと、

三重県松阪市と但馬地方が芸能および畜産

の上で独自の関係をとりもったこと、看護学

校の調査から但馬の若者のネットワークの

一端が明らかになったこと、同郷組織や酒造

出稼ぎの情報から京阪神との複数のネット

ワークが絡み合っていたこと等。これらの情

報は断片的なものであったが、但馬地方の定

住と移動を考察する際、重要な参照軸となっ

た。 

 

（7）林業、医療、親族同郷組織の三テーマ

ごとに調査データをとりまとめ、各々のネッ

トワークの空間範域、時代的変遷および社会

特性を検討した。その結果、①林業の関係範

囲が県内外の林業地に及ぶのに対して、医療

と親族・同郷組織は但馬地方一帯および京阪

神との関連が強かったこと、②林業をはじめ

とした自然資源利用の関係網が拡大と衰退

をする時期に、都市農村にまたがる親族・同

郷組織の派生がみられるとともに、少子高齢

化を前提とした医療組織の改編がすすんだ

こと、③それぞれのネットワークが時間的空

間的にずれていたことで、結果的に多地域の

人びとがその関係の網の目に組み込まれ、但

馬地方の社会的関係性や地域意識を支えて

きたことなどが明らかとなった。 

以上の結果から、地方社会の形成を、定住

という視点からのみ描くのではなく、人的移

動と地域交渉を介したいくつもの地域の〈複

合〉化の視点から描出しうることが明らかと

なった。この点は、定住と移動を連結した社

会学的モノグラフの提示という点で、調査方

法上の意義を有するとともに、今後の地方社

会の再生成のプロセスに対しても示唆を含

むものである。 
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